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〈電車でのアクセス〉
「さいたま新都心駅」　
JR京浜東北線、高崎線、宇都宮線をご利用ください。（※湘南新宿ラインは通過）埼玉 地域交流フットパスプロジェクト

　埼玉 地域交流フットパスプロジェクトは、埼玉県の武蔵野銀行と、新座
市にキャンパスを置く立教大学観光学部が埼玉県の地域活性化を目的と
して、平成19年7月に締結した産学連携協定によって発足しました。

　本プロジェクトでは、立教大学観光学部の学生が中心となり、武蔵野銀
行の支援と地元の協力のもと、埼玉県のJR線、東武鉄道、秩父鉄道の沿
線から歴史のある街を選定して、調査をし、多世代にわたる人々が観光交
流を通じて充実した生活を送ることができる新しい楽しみ方を創造する事
業を行っています。

　平成20年度から始まったぶらってシリーズ。それぞれのまちの魅力を多
くの方々へ発信するために、学生が現地に足を運び、議論を重ね、学生の
目線から見た新たな発見と地域の持つ個性を取り入れたまち歩きマップを
作成しました。
　そしてぶらってシリーズ第五弾となる今回はこれまでとは違い、ひとつの
まちではなく「氷川参道」というひとつのスポットに焦点を当てて作成しまし
た。埼玉県の中心である大宮という都会にありながらも、都会の喧騒を忘
れさせてくれるような空間が大宮にはあります。鮮やかな緑の並木道、清
らかな空気、ゆったりと流れる時間、そしてなによりも地元の人々のあふれる
「想い」がそこにはありました。
 「ぶらって大宮 氷川参道」とともに氷川参道へ歩みを伸ばすと、地元の
人々の想いがあふれる氷川参道の味わいをよりいっそう感じていただける
と思います。

第二弾
ぶらって羽生

第四弾
ぶらって加須

第三弾
ぶらって行田

第一弾
ぶらって幸手

第五弾
ぶらって大宮
氷川参道

私たちがつくりました。
学生の氷川参道の調査風景です。



不安な時代のまち歩き 立教大学観光学部 学部長　村上和夫
　旅行社のパック旅行でもないのに人々は散歩を愉しんでいる。なぜか。
　まち歩きの古典に詩人萩原朔太郎の「猫町」（1935年）がある。深い不安を抱える主人公にとって迷い込んだ地方の町は幻想の理想都市に見
えてしまう。夢の中でそこは猫たちの住む町へと変化していく。妄想から冷め、主人公は現実に引き戻されていくと言う話だ。
　長い経済の低迷、少子高齢化、政治不安など、「不安な時代」と言う意味で、朔太郎の時代と今に共通のものがありはしないだろうか。下町を歩
き、楽しそうな喧噪を楽しみ、さらに庶民の幸せな生活の営みを夢みる時、現実はどうあれ、われわれは「猫町」の主人公のようにその妄想に遊び
心の安らぎを覚えるのではないだろうか。
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　氷川神社には、スサノオノミコト、イナダヒメノミコト、オオナムチノミコトの三神
が祀られていて、古くから人々に水の神様として信仰されてきました。長い歴史
を持つ氷川神社は、その規模の大きさから「大いなる宮居」と称され、その周り
には多くの人々が住み、門前町として栄えていました。現在の大宮という地名は
「大いなる宮居」に由来しているとも言われています。
　江戸時代、参道は中山道の宿場町として発展しましたが、中山道と参道が重
なっていたため、参道を街道とすることは畏れ多いとして、中山道は参道沿いに
建てられた宿や家とともに西側へ移転しました。それが現在の大宮の町の基礎
になったといわれています。
　また、横浜の山下公園に係留されている氷川丸の名は、氷川神社からあや
かっており、船内の神棚には氷川神社の祭神が祀られています。歴代の船長、
乗組員は氷川神社まで参拝するのが習わしで、昭和17年8月1日には船上で
氷川神社の例大祭を祝う祭りが行われました。

宗
むなかた
像神社

宗像神社には、商売繁盛の神様が祀られています。

　さいたま市の中心に位置する氷川参道は、旧
中
なかせんどう
山道脇にある一の鳥居から武蔵一宮氷川神
社前の三の鳥居まで、まっすぐに伸びる十八丁
（約2km）の並木道です。日本一長いこの参道
は、大宮のシンボルとして市民に親しまれています。

さいたま
スーパーアリーナ

コクーン
新都心

さいたま
新都心駅

イトーヨーカドー

けやき広場

東横イン

一の鳥居
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ベルフィオーレ・
カフェ・ビアーレ
氷川神社で七五三の参拝をし、学生時代には
参道沿いの飲食店でアルバイトをしていたとい
うオーナー。参道と強いご縁のあるオーナーが
「美しい花の咲く参道になってほしい」という
願いをこめて、イタリア語でベルフィオーレ=美
しい花、ビアーレ=参道という意味をもった名
をつけたイタリアン・コーヒーカフェです。テラ
ス席では犬を連れての飲食も可能です。

 大宮区浅間町 2-4-1
 048-649-1200
 8:30 ～ 19:30
 第二水曜定休

かのうや
明治30年からこの地で川魚の卸問屋を営
んでいた「鯉

こいへい
平」の創業者は、納品先の料亭

「叶屋」の娘と結婚しました。その後「叶屋」
は閉店しましたが、曾孫にあたる現在の社
長が2人の想いを紡いでこの地に再び「か
のうや」をオープンしました。このお店では、
鯉・うなぎ・すっぽんを使った三神料理を食
べることができます。「かのうやでおいしい料
理を食べて元気になってほしい。」という社
長の想いがこめられており、三神料理を頼ん
だ人には「叶結び」をプレゼントしています。

 大宮区吉敷町 4-101　
鯉平ビル1階
 048-650-0503
 平日　11:00 ～ 15:00（LO.14:00）
17:00 ～ 23:00（LO.22:00）
土日祝　11:00～15:30（LO.15:30）
17:00 ～ 22:30（LO.21:30）
 月曜定休

浅
せんげんじんじゃ

間神社
浅間神社とは富士信仰に基づ
いて富士山を神格化した浅間
大神を祀る神社のことです。
ここは富士山を摸して造られた高さが約5mある富士塚
で、富士塚に登ることは富士山に登ったことと同じ意味を
持ちました。かつては山頂から氷川参道のケヤキ並木の
向こうに富士山を望むことができたそうです。富士山の山

開きの日（7月1日）には、1年間に生まれた赤
ちゃんの無事な成長と無病息災を願い、参拝し
た赤ちゃんの額に「浅間神社」の朱印を押して
もらう「初

はつやま
山」という行事が行われています。

歩こうよ、走ろうよ、見つけようよ。
参道にはいろいろな楽しみ方がある。

今日は、何をしよう。

鳥居をくぐるときは、まず一礼し
ます。参道の真ん中は「正

せいちゅう
中」

という、神様が通る道なので端
に寄って歩きましょう。
一の鳥居から、ニの鳥居、三の
鳥居をくぐり神社へ向かいます。

享保7年（1722）に建てられま
したが、時代の移り変わりとと
もに、彫られた文字と石標の向
きが変えられてきました。この
石標が、氷川神社の歴史の重
みを教えてくれます。

山
やままる

丸公園
山丸公園は、かつては山丸製糸場でした。明治時代、富国
強兵・殖産興業を目指した政府は、生糸を主力輸出品としま
した。明治18年の大宮駅設置により交通の要衝となった大
宮には、片倉組・山丸組・渡辺製糸など多くの製糸工場が
進出しました。作られた
生糸は、鉄道で貿易港横
浜へ運ばれました。
現在の山丸公園には、大
宮の鉄道網の発達に貢
献した白井助七の像や、
蒸気機関車も展示されて
います。

丁石は参道を歩く人々が道の
距離を知るために置かれてい
ました。一丁は約109mで、氷
川参道は十八丁（約2km）あり
ます。昔の十丁石はさいたま市
立博物館（p.6）に展示されて
おり、今参道にある丁石は平成
元年に復元されました。

かつて、大宮市は毎週日曜日に子どもたちのた
めの広場として氷川参道を開放していました。
当時、街中の子どもたちにとって車が通らない
道は珍しく、安全な場所でした。子どもたちは、
かけっこ、風船玉、ローラースケート、ボール遊び
などをして遊んでいました。また、中山道と参道
の間には映画館があり、小学生や女工は戦争
映画を見に行
きました。映
画は当時の
市民の楽しみ
でした。

氷川参道の並木敷きは、土壌の露出面
積が少なく、長い間の踏圧により土壌が
固化され、透水、通気不良となっていま
す。そのため、枯死や枝枯など、樹木へ
の損傷が多くみられます。特に、幹が太
い木は根が広がっているため、腐ってし
まうと抜くこと
が大変です。そ
のような樹木を
守るために切っ
た木の上に蓋
をし、腐敗防止
をしています。

CAFÉ BIS
参道にあるカフェの中では最
も古い、創業26年のお店です。
オーナーは参道の四季の風景
が大好きで、店内から参道がよ
く見えるように、お店の窓を大き
くしてあります。

 大宮区浅間町 2-1-1
 048-645-6745
 11:00 ～ 21:00
 水曜定休
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参道にある樹木の約400本がケヤキの木です。樹
木は全部で約700本あり、そのうちの20本が市の
天然記念物になっています。古来、参道にはマツ
が生えていましたが、明治以降はスギに変わりまし
た。しかし、太平洋戦争中にスギは燃料として伐採
され、さらに参道を走る車が増加し、その排気ガス
によって枯れ
てしまいました。
その後、ケヤキ
を植え現在の
姿になりました。

手焼き岩せんべい 小林屋
創業してから60年間、一枚一枚手焼きでせんべいを焼いています。創
業当時からずっと変わらない味、けむりが染みついた天井や床、開店当
時から使われている量り売りケースは懐かしさを感じさせます。せんべい
を買いに来ていた子どもが、大人になって自分の子どもを連れてくるよう
な、地域の人々に親しまれているお店です。一人一人に語りかけてくれ
る明るい店主が、昔懐かしい雰囲気とこだわりの味を守り続けています。

 大宮区高鼻町 1-66
 048-642-1133
 9:00 ～ 18:00
 月曜定休

かつて旧岩槻街道（現・大宮中
央通り）には並行して堀があり、
石で造られたたいこ橋がかかっ
ていましたが、昭和9年に天皇
が乗る馬車が通れないため撤
去されました。天皇が参道を
通って参拝するほどの、氷川神
社の格式の高さがうかがえます。

東
し ょ う じ と う ふ て ん

海林豆腐店
創業50年以上の歴史をもち、こだわ
りの大豆を使って豆腐を作っています。
「豆腐を作る機械が動かなくなるまで
続けていきたい」という店主の想いが
込められた豆腐は、地元の人々に愛さ
れ続けています。

 大宮区高鼻町 1-165
 048-641-1217
 7:00 ～ 19:00
 日曜・祭日定休

ここは以前二の鳥居があった場所で、本来ここ
からが境内とされています。もともとあった二の
鳥居は大宮公園内に移動されましたが、東日本
大震災の影響で柱の
根元にひびが入り、危
険なため取り壊されま
した。現在、参道にあ
る二の鳥居は明治神
宮から譲り受けたもの
です。

氷川だんご
参道の終盤、氷川神社にも程近く、参拝する
人 に々人気のだんご屋は創業40年の老舗で
す。店内で焼き上げるだんごはもちろん、あた
たかいあげまんじゅうや酒まんじゅうも人気で
す。食べ歩きも、店内で食べることも出来るこ
のお店は、様 な々想いを馳せて参道を訪れる
人々の憩いの空間になっています。

 大宮区高鼻町 2-130
 048-644-3782
 9:00 ～ 18:30
 月曜定休平成ひろば

参道のちょうど中程に位置する平成ひろばは、市民が集う
憩いの空間です。もともと、平成ひろばがある場所は闇市で
した。闇市とは、戦後、生活物資が少ない頃に日用品や食
糧を売っていた露店や商店街のことです。終戦直後に大宮
駅東口にできた闇市が、復興計画の障害になるため参道
周辺に移転しました。その後40年にわたって参道の一部が
生活の場となっていましたが、居住環境が悪く、樹木の保存
状態は良くありませんでした。そのため、昭和60年から参
道周辺の整備が始まり、闇市の跡地は緑地として整備され、
散策路などのスポットが造られました。平成元年7月に完成
したことから「平成ひろば」と名付けられました。

大宮警察署参道交番の上のタイルは、大宮薪
能がモチーフとなっています。薪能とは、神社仏
閣など静かで広い敷地があり、かがり火を焚くこ
とのできる場所で行われる能や狂言の舞台公
演のこと。大宮薪能は毎年5月下旬に氷川神社
境内で行われ、3つの流派の演者が一同に出
演する全国でも稀な行事です。武蔵野銀行元
頭取熊田克郎氏の提唱により、昭和57年の東
北・上越新幹
線開業を機に 
大宮の文化振 
興、観光行事
の定着を願い
始まりました。

太宰は、この地で『人間失格』の「第三の手記」後半
52枚と「あとがき」を執筆しました。執筆生活のなか、
松の湯（今の平成ひろば付近にあった）で風呂を楽
しんだ後、参道脇に並ぶ闇市でうなぎの肝串などを
買っていました。太宰を見守り支えた大宮の人々の
優しさは、『人間
失格』に大きく影
響したと考えられ
ています。

平成ひろばには、無患子という
木があります。種子は羽根つき
の玉として、外皮は戦時中には
石鹸として使われていました。
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